
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
て
、
遊
歩
道
脇
の
日
当
た
り
の

良
い
湿
地
で
、
紫
色
の
筒
状
の
優

美
な
花
に
出
会
い
ま
す
。
ユ
リ
科

多
年
草
の
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
で
す
。

ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ（「
水
擬
宝
珠
」）

は
、
日
本
各
地
の
湿
原
や
沼
地
な

ど
の
湿
っ
た
土
地
に
自
生
し
て
い

る
在
来
の
植
物
で
す
。
生
育
分
布

は
愛
知
県
以
西
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
陶
史
の
森
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

別
名
を
ナ
ガ
バ
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
と

も
呼
ば
れ
、
葉
の
形
状
が
特
徴
的

で
す
。

ギ
ボ
ウ
シ
の
仲
間
は
、
花
よ
り

大
き
な
広
い
葉
を
も
つ
も
の
が
多

８
月
23
日
〜
11
月
３
日
に
、
岐

阜
県
美
術
館
（
岐
阜
市
）
で
美
濃

陶
磁
歴
史
館
の
収
蔵
品
と
土
岐
市

の
文
化
財
を
紹
介
す
る
展
覧
会

『
古
墳
時
代
か
ら
織
部
、
そ
し
て

現
代
へ
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
展
覧
会
は
、
休
館
中
の
当
館
の

収
蔵
品
を
活
用
し
、
岐
阜
地
域
で

土
岐
市
の
名
品
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

左
の
写
真
は
出
品
作
品
の
一
つ

で
、「
蛙
付
染
付
鵜
飼
図
鳴
き
徳

利
」
と
い
う
大
正
〜
昭
和
初
期
の

徳
利
で
す
。「
鳴
き
徳
利
」
あ
る

い
は
「
う
ぐ
い
す
徳
利
」
と
称
さ

れ
、
酒
を
注
ぐ
際
に
「
ヒ
ョ
ー
、

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
ー
」
と
鳥
の
さ
え

ず
り
の
よ
う
な
音
が
出
る
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
も
の
で
す
。
装
飾
に

も
特
徴
が
あ
り
、
上
部
に
金
色
の

湿
地
の
宝
珠 

ổ
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
ổ

第
16
回
　

岐
阜
県
美
術
館
で
土
岐
市
の
名
品
展
開
催

い
で
す
が
、
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
は
葉

が
細
く
１
㎝
か
ら
２
㎝
程
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
花
は
長
さ
４
㎝
ぐ
ら

い
の
細
長
い
筒
状
で
、
高
さ
50
㎝

程
の
茎
の
上
部
に
３
〜
５
個
が
横

向
き
に
咲
き
ま
す
。
花
の
色
は
紫

色
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
白
い
線

が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花

の
中
を
の
ぞ
く
と
濃
紫
色
の
筋
が

見
え
、
と
て
も
上
品
な
花
に
見
え

ま
す
。

ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
は
、
湿
地
の
開

発
や
乾
燥
の
た
め
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
陶
史
の
森
で
も
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

カ
エ
ル
が
乗
っ
か
り
、
側
面
に
は

金
華
山
と
鵜
飼
の
図
が
、
反
対
側

に
は
「
岐
阜
は
よ
い
と
こ　

金
華

山
の
ふ
も
と
小
田
の
蛙
が
寝
て
聞

け
る
」
と
岐
阜
音
頭
の
歌
詞
の
一

部
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
の

宴
席
で
用
い
る
た
め
に
考
案
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
他
に
も
、
土
岐
市
を
代
表
す

る
作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
７
月
の
市
政
報
告
会
で

新
博
物
館
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
計
画
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

※
当
館
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
鳴
き

徳
利
の
音
色
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

バードウオッチング（自由参加）
８月24日、９月28日（日）
午前９時～11時
※集合場所は林泉の池堰堤
草木染め教室（要申込：定員10人）
９月21日（日）午前９時～11時
ネイチャーセンター　※染めるため
のハンカチ大の白い布を持参

教室のご案内

蛙付染付鵜飼図鳴き徳利

下石町での徳利製造
風景（昭和中ごろ）

Instagram

Ｘ

21 2025.8　広報とき

いきものふれあいの⾥ 「 陶史の森 」 だ よ り 土岐市ネイチャーセンター
（☎59-5144）

新博物館準備だより 学芸員は、いま何してる？ 美濃陶磁歴史館
（☎55-1245）




